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■TOPICS

１．ごあいさつ

２．参加大学共通プログラム：サマースクール2019inひだ を行いました

３．9月9日(月)-10日(火) 八百津町で合宿を行いました

４．9月12日(木) 前期インターンシップ合同成果発表会を実施しました

５．行事案内

1. ごあいさつ

２.参加大学共通プログラム：サマースクール2019inひだ を行いました

こんにちは！令和になってはじめての秋、皆さまいかがお過ごしでしょうか。秋とはいえ、まだまだ
暑い日が続いていますが、今回のCCSC NEWSでは、自らの力を高めようとしている人達を紹介します。
サマースクール2019に参加した学生たちは、複数の市の課題について住民の方々等との話し合いを

踏まえて、改善案を捻出する姿が見られました。
また、インターンシップの成果発表会では、半年間の成果を堂々と発表する姿を見ることができまし

た。以下、詳しい内容を紹介していきます。（今泉）

八百津町では山村活性化支援交付金事業として2019年度、
４つのミッションで山村エリアの活性化を進めています。

3.9月9日(月)-10日(火) 八百津町で合宿を行いました

サマースクールは、岐阜大学・中部学院大学・中部大学・日本
福祉大学・名古屋学院大学の5大学が合同で実施している2泊3日
の合宿プログラムです。岐阜大学では「次世代地域リーダー育成
プログラム 産業リーダーコース」での必修プログラムに位置づ
いています。
毎年岐阜県の5圏域を1つずつ取り上げ、今年は飛騨圏域（右図

オレンジのエリア）を対象としました。対象地域が非常に広いた
め、3市1村それぞれのプログラムを実施し、合計80人が参加して
様々な提案を作成しました。（塚本）

👆岐阜県行政区画図（2019ぎふ県勢要覧5頁）

【テーマ一覧】
○高山市コース：自然観光資源を活用して、若者観光客を集める
○飛騨市コース：薬草の有効活用と市民団体との交流を考える
○下呂市コース：農村滞在体験から住み継がれる地域を考える
○白川村コース：観光客と住民の思いをつなげよう

👆見学先の古民家（ものすごい山の中でした） 👆岐大生3人で進捗報告

岐阜大学ではその１つ「特産品
開発」について「地域リーダー実
践（上級）」で取り組んでいます。
今回は別プロジェクトに取り組む
名古屋造形芸術大学の学生と一緒
に、久多見商店街や黒瀬街道など
の見学と、お互いの中間発表を行
いました。最終成果は年度末に改
めて報告する予定です。（大宮）
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○10月19日（土）郡上企業見学会
○11月9日（土）西濃企業見学会

全学共通科目である「自治体協働型インターンシップ（3グループ）」と
「産業協働型インターンシップ（6グループ）」の合同発表会が行われまし
た。受講生たちは、前期間で得た成果を、お世話になった企業の方々の前で
堂々と発表していました。受講生には1年生が多い中、堂々と発表をする姿
を見て私自身とても感動を覚えました。
それでは、肝心の発表内容をレポートしています！

４. 9月12日（木）前期インターンシップ合同成果発表会を開催しました

５. 行事案内

岐阜県の企業を知ってもらいたい、県内就職率5割超えを目指したい、という目標で行われている県
の事業の1つ、地元企業へのインタビュー冊子作製のための企業取材を、3グループで行いました。

9つのグループすべての発表を通して、充実したイン
ターンシップだったのではないかと感じました。どのグ
ループでもPDCAサイクルが行われており、改善をしてい
く中で成果が表れているところに非常に感銘を受けました。
私も一聴き手として勉強になるところが多かったです！
これからも、様々な活動に参加しいろいろな世代の方々

と話す機会を作っていけるといいなと思います。「働くっ
てかっこいい」そんな気持ちになれた発表でした。これか
らの皆さんの活躍を心から楽しみにしています！（今泉）

👆全体の様子

＜Aグループ＞
会社ごとの願いや目標を読み取りました。どの会社も働きやす

い職場環境づくりを意識していることがわかり、岐阜から世界へ
羽ばたこうとするエネルギーを感じることができました！
＜Bグループ＞
各会社での「やりがい」について着目。専門性より人間性を大

切にしているということがわかりました。「経験」を自分の強み
に変えられるように様々なことに挑戦していきましょう！

＜Cグループ＞
「働くとは何か」に着目。実際に工場見学もあり、「聞く」だけではなく肌で「感じる」ことで学

びが深まりました。なぜこの会社で働くのかという視点をこれからも大切にしていってほしいです！

【全体概要】受け入れ先の企業でもらった課題について、全6チームが試行錯誤をして取り組みました。
①（株）エヌテック:「思い込みを捨て、思い付きを拾う」
②（株）テクノア:「日常生活とAIをつなぐ試作品の開発」
➂（株）岐阜新聞社:「あなたのお供に『岐阜新聞』を」働くってかっこいい」
④ 大進精工（株）:「つくる側の気持ちを考えた真心こめた設計づくり」
⑤ カネ井青果（株）:「心がほっこり『焼きいもジュース』の宣伝方法・商品開発」
⑥（株）ソフィア総合研究所:「学生の目に留まる『らしさ』あふれるHPづくり」

👆⑤試作の手書きポップ

👆④改良したペーパー
ブリッジ（写真が下手
でごめんなさい）
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